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研究成果の概要：本研究の成果として、市町村保健師の見えにくい介護予防推進における専門
技術として、①コミュニティ形成のための地域住民に対する啓発に際しては、把握した生活課
題を誰もが見やすいように資料化することから始める。②地域住民の中から協働者となりえる
人を探し、その住民へ役割遂行を勧める技術を使う。③活動を継続的に進めるために、協働活
動を行う住民に対し自発性を高める方法で共に活動を展開することが明らかになった。他地域
への適応として、介護予防的システム構築を図るには保健師と地域の協働者との活動を中心に
すえ、既存グループとの調整から始めることが重要であることが確認できた。
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１．研究開始当初の背景

高齢者の介護予防対策は、国を挙げて取り

組む重要課題の一つである。介護保険法がス

タートし、介護の社会化という目的は達せら

れたものの、要支援や要介護Ⅰなどの軽度者

の状態改善や重症化防止に際し、これまでの

介護予防事業は、介護保険認定率には反映で

きていないのではと反省があげられている。

そこで、介護保険法の改正として、各自治体

に地域包括支援センターを設置し、介護予防

を強化する動きになっている。介護予防の一

次的な予防のためには、住民組織活動を強化

し、集団による予防活動への展開が必要であ

り、また、二次的予防のためには、虚弱高齢

者に対し個別支援と集団支援を併せて行う

ことにより、生活に張りを持たせ活性化させ

ることにつながると考える。コミュニティが
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崩壊し、人間関係が希薄化している中、後期

高齢期を迎える前になじみの関係性を構築

し、閉じこもらずに前向きに生活できるよう

支援していく必要がある。保健師は、保健分

野だけでなく福祉分野へも配置され、地域包

括支援センターでは、医療機関や福祉領域に

いる介護保険施設などとの連携も必要とな

り、その関わりを通して、地域支援事業の推

進が期待されている。しかし、現行では、介

護予防給付の個別マネジメントが中心業務

として追われ、介護予防のための住民組織活

動の強化を行う地域支援事業の展開がなか

なか困難な状況である。

２．研究の目的
市町村の保健師が地域住民と相互にエン

パワーメントされる市町村支援モデルを開
発し、さらに、旧産炭地への介護予防アプロ
ーチ方法を検討することである。

３．研究の方法

（１）方法及び研究活動のプロセス

活動する③さらに活動を見直す。

〈 活動のプロセス 〉

（２）研究対象事業（研究①及び②）

K 市が従来から取り組んでいる機能訓練

事業や転倒予防教室、骨粗鬆症健康教育な

ど、重複した内容の事業を再編し、生活機

能低下を予防することを目的に『元気でハ

ツラツ健康アップ教室』として実施した。

併せて、地域の健康づくりや介護予防活動

の中心的役割を担う住民を育成・支援し、

地域でグループ活動を自主的に展開するこ

とを目的とした事業である。

（３）情報提供者（研究①及び②）

・K 市の介護予防モデル事業を企画した４

名の保健師。平均年齢：35 歳，教育歴：看

護教育は大学卒 1 名、保健師専攻３名，経

験年数：11.3 年，事業担当年数 2 年間。

・研究③は、K 市の地区全体の健康づくり

モデル事業実施した保健師 1 名，経験年数

15 年，事業担当年数 2 年間。

（４）データ収集法及び分析法

・研究①は、半構成的面接法を行い、１時間

半程度、面接場所は、保健師が所属する行政

機関内の会議室。分析は、修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプローチを参考にした。

・研究②は、フォーカスグループインタビュ

ー法を用い、２時間半程度、面接場所は市内

公共施設（和室）であった。分析は、質的内

容分析をした。

・研究③は、半構成的面接法を行い、１時間

半程度、面接場所は、所属する行政機関内の

会議室であった。分析は、修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプローチを参考にした。

４．研究成果

（１）研究①の K市保健師インタビューより

抽出されたカテゴリーリストについて

①上司と介護予防の視点を検討する

保健師の感覚で進めるのでなく、事業を進

めるための職場内の関係づくりを行う。

②地域のキーパーソンとなる人としっかり

保健師の実態が見えるようにする

保健師が自身の実態が見え活動が見える

ように支援する
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と結びつく

事業展開する上で、地域の生活状況や地域

の中で中心に活動している人々とつながる。

③疫学的な手法を用いて校区の健康データ

を分析して示す

疫学的データを示すことによって地域住

民に対して自分たちの地域で起こっている

課題に気付いてもらう。

④（地域のおばちゃん情報と個々の事例のア

セスメント情報をあわせて）地域の生活情報

を把握する

人間関係の密度や質、家庭の経済事情等、

住民の話から、個別の情報を重ね合わせアセ

スメントし、地域に潜在化している情報を把

握する。

⑤高齢者が集まりやすい会場を確保する

虚弱高齢者の行動範囲から、集まりやすさ

や活用されやすさを検討し、場所を決め活動

を開始している。

⑥口コミで高齢者を集める

虚弱高齢者は、健康的な高齢者に比べ活動

範囲が狭くなっている。虚弱高齢者を民生委

員や福祉協力委員と協力し把握を依頼する。

⑦地域の協働者が負担にならないように頼

む

キーパーソンは人望や行動力があり、老人

会、婦人会、町づくり協議会等の役割を重複

しており、負担が大きくなりやすい。その負

担へ配慮し活動が継続できるようにする。

⑧現場の動向を把握する

事業推進にあたり、不満を持っていないか、

満足して活動しているか、関わる人の思いを

把握する。

⑨最初に考えていた内容と現実とのズレとの

すり合わせをする

虚弱高齢者のイメージとして、骨関節疾患

罹患者が多く、個々の日常生活動作をアセス

メントにより全体メニューを修正する。

⑩健康問題を抱えながらも参加している虚

弱高齢者の体に対し配慮ある関わりをする

虚弱高齢者は、疾患や副作用により身体の

不自由さや倦怠感などの状態を抱えながら

参加している。丁寧な観察と配慮を要する。

⑪高齢者同士が顔なじみの関係づくりがで

きるようになる。

虚弱となった高齢者は、進んで事業参加し

て来る者は少なく、参加を躊躇しながらも、

民生委員者・福祉協力員等の個別の声かけに

より参加している。参加者同士慣れない関係

の中、緊張感を持ったままでは足が遠のいて

しまう。参加者同士の関係がなじみの関係に

なっていく工夫を促す。

（２）研究②は、事業担当保健師に対し介護

予防企画活動に対するアクション（研究②：

保健師が自身の実態が見え活動ができるよ

うに支援する）

①アクション内容

研究①の分析結果より、11 のカテゴリーを

抽出し、その内容についてディスカッション

した結果

【上司と介護予防の視点を検討する】につ

いては、K 市全体で検討した内容をさらに、

各区で実際の地域や対象者を想定しての検

討を始め、モデルをどの地区で行うのか、対

象者として虚弱高齢者をどのように誘うの

かなど、職場での検討を十分行う。

【地域のキーパーソンとなる人としっかり

と結びつく】については、まず、市民センタ

ー館長へ会うことが、地域で事業展開する上

でのポイントである。また、協働活動を進め

るうちに、民生委員、福祉協力員などと話し

やすくなり、情報を提供してくれるようにな

る。

【疫学的な手法を用いて校区の健康データ

を分析して示す】については、協働者へ町内

別のデータを示すことによって、普段何気な



く暮らしている地域について興味を持って

もらい、課題に気付いてもらう。

【地域の生活情報を把握する】【現場の動向

を把握する】

昔農家だったとか、集合住宅や一軒屋など

地域の環境に関する情報からも近隣との関

係性を見る。歩いたり、自転車で通ったりし、

地域の見えにくい生活情報を把握する。

【高齢者が集まりやすい会場を確保する】

【口コミで高齢者を集める】については、

虚弱高齢者の行動範囲は狭く、広報だけの

PR では参加は難しいため、高齢者が集まり

やすく、活用されやすい場所を探す。虚弱高

齢者を把握している民生委員や福祉協力委

員に協力を得て出向いていこうという気持

ちになる声かけをする。

【地域の協働者が負担にならないように頼

む】については、キーパーソンとなる協働者

に、大きな負担感を感じさせずに、活動の継

続を促す。

【最初に考えていた内容と現実とのズレと

のすり合わせをする】【健康問題を抱えなが

らも参加している虚弱高齢者の体に対し配

慮ある関わりをする】については、高齢者の

健康度や疾患の状態を踏まえ、事業の見直し

が必要となっている。虚弱高齢者のイメージ

として、循環器疾患罹患者が意外に多く、内

臓疾患によるケアを重視した援助方法の検

討も必要となる。

【高齢者同士が顔なじみの関係づくりがで

きるようになる】については、進んで事業に

参加する高齢者は少なく、まず、保健師は名

前を覚え、声をかけたり、集合写真を撮る等、

参加者同士がなじみの関係になるよう支援

する。

（３）研究③新たな活動展開をしている保健

師のインタビュー結果

研究③の目的は、高齢者の介護予防も視野

に地域づくりを支援している保健師の支援

技術として抽出したカテゴリー。

【事業を始める前の共通の基盤づくりとし

て、地域のキーパーソンとなる人としっかり

と結びつく】

【健康づくり事業に関わってもらう人や関

係者を選定する】

【地域の中の見えにくい人間関係、体質みた

いなものを把握する】

【自分たちで動きやすいように、準備調整し、

自分たちの地域の課題に自分たちで気付く

ような関わりをする】

【校区の健康データの分析を通して、自発的

な活動を促すように関わる】

【団体の長と声かけ隊（活動を広げてくれそ

うな人）を集めて、認知症対策班を結成する】

【その地域独特のやり方を把握する】

【自発的な活動を促すように関わる】

【次の活動に生かすために、気付いたことを

言語化してもらう】

さらに、他地域への適応について、旧産炭

地の２グループのインタビューを行った。

共通項目として、【活動内容を住民に合っ

た形に工夫している】、【地域での活動を進め

るには、行政の役割や公民館の活動を見直し

て、住民を支援したい】【高齢者を集団の活

動につなげるには、個別の声かけをしないと

活動は起こらない】【自分自身や家族の介護

を見越して、「人ごとでない」と思うから行

える】と住民としての声が上げられた

（４）考察

介護予防事業開始前から企画運営に至る

までの技術を中心に考察し、研究方法とし

て用いたアクションリサーチによる考察も

併せて行った。

①保健師の事業展開に対する技術

事業参加者間にグループダイナミックス

を起こし、継続参加しセルフケア能力を高め



る方法を試みた。保健師が体験した事業経験、

住民活動への認知や職場内での関係づくり

等が影響を与えていると思われる。今回の調

査対象保健師は、佐伯らの調査の後期中堅期

にあたり、施策化に向けての事業展開が可能

となる段階にあった。組織化への活動が必要

であるが、中堅に至るまでの地域での事業経

験が必要である。

②保健師が捉えている介護予防における健

康課題の分析方法

介護予防事業の企画をするにあたって、ま

ず、地域の状況を既存資料で確認し、情報か

らでは見えない生活状況について地域を良

く知る関係者から聴き、地域全体の健康課題

と関連づけて検討していた。

③地域ニーズに合った介護予防事業の企画

介護予防事業を企画する過程として、事業

開催を広報での PR だけでなく、地域のキー

パーソンを見つけ信頼関係を築き、協働者と

なりえる人々（民生委員、健康推進委員、運

動推進委員等）と課題を共有している。その

課題は、地域包括支援センターの保健師と地

域ケア推進に関わる保健師とが連携を図り

ながら、介護支援専門員の事例から見える個

別課題を地域全体の支援を視野に検討して

おくことが重要である。

④効果的な介護予防事業の運営における保

健師の技術

事業実施過程として、虚弱高齢者は活動範

囲に制限があり、協働者の力を借り、個別の

誘い出しを依頼した。その協働者の活動に対

し、保健師は活動を労ったり活動範囲を決め

たりと負担を軽減していた。参加高齢者の緊

張感をとり、なじみの関係を構築している。

事業内容については、虚弱高齢者は骨関節疾

患罹患者とは限らず、実際は循環器疾患等罹

患者も多数参加しているため、メニューの柔

軟な修正をしている。

⑤事業継続に向けた協働者の育成や地域意

識の向上に対する保健師の支援方法

介護予防事業の継続のためには、住民の健

康意識を高める活動の展開が必要である。地

域住民との共通課題を持つことである。

その活動開始時に地域でのキーパーソン

と挨拶し、地域の様々な委員会の幹部会へ顔

を出し、関係づくりが確立する。信頼関係が

確立したと捉えた時期に、地域の組織から人

選し健康づくりのための会の発足につなげ

る。次いで、組織づくり開始時には、メンバ

ーと地域の健康課題を確認するためのデー

タを作成する。地区の調査など住民自らの力

で入力し、課題を見い出せるようにする。そ

の発見が動機づけなり、会のテーマを掲げる

ことにつなげ、活動展開は、メンバーの人脈

による口コミで地域独特の方法で情報伝達

がなされ、活動の広がりをもたらしている。

保健師は常に「自分は、あくまでも、みな

さんのお手伝いをする立場」と伝え、住民の

自発的な活動が継続するよう支援していた。

住民の傍らにおり、困ったときや活動が停滞

しそうなときは、一緒に活動していた。

健康づくり活動を展開する保健師は、介護

予防事業担当の保健師との視点の違いとし

て、介護予防事業の企画運営の視点でなく、

町全体の生活を視野に入れた住民主体の活

動展開を図ることに主眼を置いていた。

保健師は、自発的な活動を支援するために、

「住民の力量を高める能力」が必要であり、

住民に対する力量形成技術を持っておく必

要がある。

⑥旧産炭地への介護予防的コミュニティ再

生の試み

旧産炭地において、組織的活動を推進する

ことを検討した。経済基盤が弱く、福祉への

依存が高い状況であるが、地域内では、10

年前から運動推進委員の活動が行われてお



り、各地区の老人会の主催する会で活動して

いる。前述した保健師の育成したボランティ

アとの協働方法を検討し、地域での健康づく

りのための組織的な活動へと展開させてい

くことは可能である。

⑦アクションリサーチ法による保健師の専

門性の明確化

本研究では、介護予防事業を企画している

保健師の事業開催までのプロセスをインタ

ビューにより分析し、地域において、虚弱高

齢者に対する効果的な予防的活動の展開方

法を探った。その活動が介護予防に反映され

たか、保健師の認識が深まったかを評価する

ことは十分行えなかったが、研究②の分析を

踏まえ、活動に反映されて方向付けはできた。
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